
下あごの歯の付け根が黒い

明瞭な小黒点が散在
体高 が高い

眼が下方にある

尾びれには銀白色の部分が扇状に広がる

【形態】

【生態】

29．マスノスケ Oncorhynchustshawytscha(Walbaum) 図版12

英 名 chinook salmon,king salmon,spring salmon,quinnat

salmon

露 名
チャウィチャ

地方名(北海道） スケ、オオスケ、ラシャ、ラシャマス

漢 字 鱒之介、大介

アイヌ語名 メトチペ、ケネウ、チアロクンネ、アペケシ

体は紡錘形で側扁 し、背部は青緑色、体側は銀白色、腹部は白色。

背部、背びれのほか尾びれ全体に小黒点が散在する。頭部は黒みを帯びる。

尾びれには付け根から扇状に銀白色の部分が広がる。サケ属 魚類のなかでは

最も大きく、ふつう全長 90cm、体重10kgほど。全長で147cm、体重で61kg

の記録がある。比較的体高 が高く、眼が下方にあること、下あごの歯の付け

根が黒いこと、小黒点のある位置などでほかのサケ属魚類と区別できる。

海洋での分布は北緯40度以北の太平洋、オホーツク海、ベーリン

グ海、日本海。産卵のため遡上 する河川は、アジア側はアムール川からア

ナデイル川まで、北米側はカリフォルニア南部からアラスカのホープ岬まで

の大きな河川に限られる。遡上する魚の数は北米側で多く、アジア側では少

ない。このほかニュージーランドに移殖 され、再生産 している。日本沿岸

には、春から初夏にかけて主に北海道の太平洋側に来遊する。北海道の河川

に遡上した記録もあるが、再生産はしていない。

サケ目Salmoniformesサケ科Salmonidae
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【漁業】

【利用・加工】

【調査研究】

本種の生活史には、２つのタイプがある。１つは幼魚 期に河川に長くとど

まるタイプで、浮上 後１年またはそれ以上を河川で生活し、幼魚が銀毛 変

態 したスモルト となって川を下り、降海 後は広い範囲を回遊 して産卵の

数カ月前の春から夏に河川に回帰する。回帰する成魚 は２年魚 から８年魚

まで。北米北部およびアジアの河川の群、そして北米南部の河川の上流域で

産卵する群がこれにあたる。

もう一方は早くに海に下るタイプで、浮上後３カ月以内に４～５cmの稚

魚 で降海し、沿岸域を回遊、産卵直前の秋に川に戻る。成魚は２年魚から６

年魚まで。北米南部の河川下流域で産卵する群がこれにあたる。

産卵場所は、河口域から1,000km以上上流までの広範囲に及ぶ。雌１個体

の産卵数 は2,000～1万7,000粒で、高齢で大型の親魚ほど、また北の系群 ほ

ど卵数が多い傾向がある。卵は直径6.3～7.9mm。受精からふ化までの適水温

は６～14℃である。卵はほかのサケ属に比べて低酸素に弱く、稚魚は臆病な

面があり飼いにくい。降海後の成長は速く、２年で全長50cm、３年で75cm、

４年で80cm、５年で100cmになる。

1980年代までは主に公海流し網漁業 で漁獲されたが、漁獲量はサ

ケ・マス類のなかで最も少なかった。1980年代の北太平洋での漁獲量は年間

２万トン以上であったが、1990年代に入って減少し、1995年には1万3,986ト

ン、1996年には1万415トンである。

北海道では４月から６月にかけて渡島、日高、釧路地方など太平洋沿岸の

定置網で少数が漁獲されるが、その量は明らかではない。日本海側でもたま

にとれる。これらは量的には少ないが高級魚として高値で取引されるため、

沿岸漁業者にとっては貴重な魚種である。

一方、1990年代から主にニュージーランドとカナダで海面養殖が大規模に

行われるようになり、世界での養殖生産量は1995年には1万3,444トン、1996

年には1万5,134トンである。これらの養殖魚は日本の市場にも出まわる。

身は脂が乗り、ステーキ、ルイベ 、塩焼き、フライ、燻製

にして美味。

北米やロシアでもサケ・マス類のなかで最も美味とされる。北米では釣り

の対象魚としても人気があり、年間50万～80万尾が釣られている。

1960～70年代に道立孵化場や水産庁北海道さけ・ますふ化場

で北海道への移殖放流試験が行われたが、少数の回帰が確認されただけで事

業化には至らなかった。アメリカでは年間約３億尾、カナダでは約5,000万尾

の人工ふ化放流が行われており、種苗 生産や放流技術に関する研究が行わ

れている。 （内藤一明）
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